












A Study on Extracurricular Activities 
sased on a School Yearbook 
藤井一亮*
FUJII Kazuaki 
Abstract : Extracurricular activities in the curriculum occupy as important a position as 
various subjects in a senior high school. According to the course of study， the purpose of 
extracurricular activities is to help students to lead better lives， establish harmonious 
human relations， and become deeply conscious of what they should be or how they should 
live through group activities. In a school yearbook， many graduates talk about 
extracurricular activities as vivid memories in their school days. This is not because they 
regard their memories as mere nostalgia. It is because their experiences show what they 
should be at present and in the future. In this study， analyzing the essays by students in a 
school yearbook， 1 have examined what kind of activity they remember most clearly and 
why they remember these activities in their memories. As a result， 1 have arrived at the 
conclusion that the differences in their memories derive from to what extent the students 
were involved in various activities willingly and independently. In order to enhance the 
extent， teachers should offer a choice by which students are able to participate in 
extracurricular activities voluntarily and with interest. 
























































































































































































































































































卒業年月および 特別活動 部活動 進路・将来・夢 その他
卒業者数
2001 (平成13)年 99名 69名 20名 145名
3月.333名 29.7% 20.7% 6.0% 43.5% 
2002 (平成14)年 98名 80名 27名 141名
3月.346名 28.3% 23.8% 7;8% 40.8% 
2003 (平成15)年 112名 83名 16名 92名
3月.303名 37.0% 27.4% 5.3% 30.4% 
2004 (平成16)年 120名 64名 27名 77名
3月.288名 41.4% 22.2% 9.4% 26.7% 
2005 (平成17)年 120名 57名 34名 96名
3月.307名 39.1% 18.6% 11.1% 31.3% 
2006 (平成18)年 156名 40名 23名 68名
3月.287名 54.4% 13.9% 8.0% 23.7% 
2001 "-'2006 平均 705名 393名 147名 619名














































ホームルーム活動 生徒会活動 学校行事 特別活動の比
卒業者数
(図表-1)より
2001 (平成13)年 O名 3名 96名
29.7% 
3月. 99名 0.0% 3.0% 97.0% 
2002 (平成14)年 1名 3名 94名
28.3% 
3月. 98名 1.0% 3.1% 96.0% 
2003 (平成15)年 2名 5名 105名
37.0% 
3月.112名 1.8% 4.5% 93.8% 
2004 (平成16)年 3名 8名 109名
41.4% 
3月.120名 2.5% 6.7% 90.8% 
2005 (平成17)年 1名 7名 112名
39.1% 
3月.120名 0.8% 5.8% 93.3% 
2006 (平成18)年 8名 4名 144名
54.4% 
3月.156名 5.6% 2.8% 92.3% 
2001 "-'2006 平均 15名 30名 660名
37.8% 



































































































2001 (平成13)年 0名 22名
3月. 96名 o % 22.9% 
2002 (平成14)年 2名 27名
3月. 94名 2.1% 28.7% 
2003 (平成15)年 O名 44名
3月.105名 o % 41.9% 
2004 (平成16)年 O名 25名
3月.109名 o % 22.9% 
2005 (平成17)年 4名 46名
3月.11 2名 3.6% 41.1% 
2006 (平成18)年 2名 67名
3月.144名 1.4% 46.5% 
2001"'-'2006平均 8名 231名
























6.3% 70.8% o % 
10名 54名 1名
10.6% 57.4% 1.1% 
9名 52名 O名
8.6% 49.5% o % 
8名 73名 3名
7.3% 67.0% 2.8% 
5名 55名 2名
4.5% 49.1% 1.8% 
7名 65名 3名
4.9% 45.1% 2.1% 
45名 367名 9名

































































































































pp .127"-' 129. 
-渡辺邦雄、緑川哲夫、桑原憲一編著
「特別活動指導法JW日本文教出版』
2011年.p.18. 
(4)兵庫県にある公立全日制普通科高等学校。
なお、創立以来20年聞にわたる「卒業
文集」を快くお貸し頂いた谷本彰子校長
先生ならびに執筆された卒業生の皆さん
に感謝申し上げます。
(5) 1999年(平成1年)の改訂は、社会や学
校の変化に対応した学校教育の推進、学
校週5日制下の教育の展開という面から、
生徒の「生きる力」の育成を目指した改
善が図られるとともに、特別活動の内容
の見直しが行われている。なお、今回2009
年(平成21年)の改訂は、新たな文言「よ
りより人間関係」が付け加えられたり、
ホームルーム活動・生徒会活動・学校行
事の目標が明示されたりしているが、教
育課程における位置づけは従来のものを
継承している。
(6)従来「学芸的行事」といわれていたが、
今回の学習指導要領の改訂で「文化的行
事」となった。学習指導要領に示されて
いる文言は、前者が「平素の学習活動の
成果を総合的に生かし、その向上の意欲
を一層高めるような活動を行うこと。」で
あったが、今回の改訂では「平素の学習
活動の成果を総合的に生かし、その向上
の意欲を一層高めたり、文化や芸術に親
しんだりするような活動を行うこと。」と
なった。従来から、現場の学校では、「文
化や芸術に親しんだりするような活動を」
取り入れていたので、この調査の分類は、
学芸的行事とせず、文化的行事とした。
(7) r創立20周年記念文集」には、その目的か
らして、予め記述するべき内容の枠、つ
まり創立に関わることが決められている。
書き手も生徒会長が指名されている。し
たがって、本稿で取り上げる自由記述の
卒業文集とは別立てで考えねばならない。
それゆえ、敢えて、本文には「一人もい
ない」と記したのである。
????
(8) r私は、工場を見るのは初めてではなかっ
たけれど、改めて大変な仕事場だなと思
いました。中に入った時は暑く早く出た
いなと思ったけれど、ここで働いている
人たちは、そんなことも言わずに働いて
いるのだと思うと、すごいことだなと思
いました。」とか、「・・・こんなにも一
生懸命で、きる仕事に巡り会えたらいいな
と思いました。」という文が、調査校の「一
年の歩みJ18号(平成17(2005)年3月
31日発行)に掲載されている。
(9)教育改革国民会議答申(平成12(2000) 
年12月22日)では「奉仕活動を全員が行
うようにする」と提起されている。期間
は、小中学校で2週間、高等学校で1ヶ
月とされた。「義務」の表現は避けられて
いるが、事実上は義務化を促していると
思われる。なお、学校教育法第31条にお
いては、ボランテイア活動等、社会奉仕
体験活動などの促進がうたわれている。
